






















要約:幼児・学童へのテレビの影響の実態調査より、保育者の配慮次第で良い影響がもた

らされるが、好ましくない内容は家庭内だけでの防衛は困難なことが示された。屈折度変

化の追跡から近年の近視の増加の原因はテレビゲームだけでは説明不可能なこと、一般小

児調査ではテレビゲームは良い面もあることが示されたが、熱中経験者や熱中児の調査か

ら、やりすぎると心身の健康に影響することがが示唆された。学童の 1日の運動量を測定・

記録し、帰宅後は殆ど運動量が無いことが判った。


